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今日の例会 2020年1月9日 来週の例会

■ 初例会と新年会

於：オ・セイリュウ

1月度定例理事会 ＰＭ4：30～

初例会 ＰＭ6：00～

Ｂ2Ｆブラジリア

新年会 Ｂ2Ｆブラジリア

■ 今日の歌 「君が代」 「四つのテスト」

「一月一日」

■ 例会前 1月度定例理事会

第2回衛星クラブ設立準備委員会

■ 1月16日（木）

卓話「医療の世界と私」

吉川 宏 君

■ 例会後 第4回クラブ協議会

会長の時間 大橋会長

例会日：2020年1月9日（木）
（令和2年1月9日）

皆様、明けましておめでとうございます。

いよいよ半期の折り返しとなり、あと6か月ですがしっかりとクラブ運営をしていきたいと思いますので、

皆様のご協力をよろしくお願いします。

会長の時間としては、先月の19日の分を書くことになるのですが、新年ですのでご挨拶とします。

後半は生駒学園の招待旅行、出前授業、それから55周年の記念例会、そしてよろず相談室があります。

それと、増強と衛星クラブの立ち上げと色々行事が盛りだくさんです。

どれも、皆様のご協力がないと出来ない事ばかりですので、どうかよろしくお願いします。

また、55周年記念事業の寺子屋こども食堂も本当に天野実行委員長、ご苦労様です。

あと少し、よろしくお願いします。

あと、地区の方ではローガン君も関わってくるのですが、各種オリエンテーション、日本文化体験、白馬スキー旅

行、広島ツアー、とこちらも盛りだくさんです。

とにかく、後半も頑張っていきますので、よろしくお願いします。

職業奉仕月間

会員コラム 吉川 宏

No.2637

在籍する若弘会本部事務所が、瓢箪山（若草町）

から大阪市内（日本橋四丁目）へ移転して約２年

が経過した。一番変わったことは、車通勤が、徒

歩・電車通勤になったことである。ロータリーの例

会出席にも電車を利用している。車という一人

ぼっちの空間の世界から、電車という人ごみの雑

踏の空間へ入り込み、世相の移り変わりを毎日

観察している。

電車通勤になり大きく変わったことがもう一つあ

る。読書の時間が大幅に増えたことと、女性作家

好みの私が、銀行ミステリと言われる「池井戸潤」

という作家の虜となってしまったことである。ここ

半年間でこの作家の著書は全て読んでしまった。

「池井戸潤」といえば、テレビで「半沢直樹」はじめ

として最近の「ノーサイド・ゲーム」等どれも高視

聴率を上げたドラマの原作者と言った方が皆さん

には理解が早いと思う。この作家が元銀行員で

あるということも手伝って、確かな業界の知識・経

験に裏付けされた作風に、私が共感を覚えたの

である。「企業小説だ！文学性に乏しい！」等の

批評はあるが、同じ直木賞作家の「東野圭吾」と

同様に、堅苦しさのない読書を久しぶりに甦らせ

てくれた。

最近の映画、テレビドラマは、コミック雑誌の世

界から創られて来るものが多いように思われるが、

文庫本もしかりである。原作を読んでから映画・ド

ラマを観るか、映画・ドラマを観てから原作を読む

か、どちらの方法が良いかの議論をするつもりは

ないが、テレビ、映画などの映像の世界と、読書

による想像の世界とは全く別物だと考えている。

最近は音楽もそうであるが、視界から入る映像

の影響があまりにも強すぎる。迷惑を顧みず学生

からサラリーマンまで大きなリックを背負い、通勤

電車の中でも大半の人が携帯電話に没頭してい

る。何を見ているのか思えばコミックかゲームで

ある。読書をしている人はほんの僅か。新聞紙を

広げる人もいなくなった。時代は本当に変わった。

2019年12月 ＥＲ輪の会俳句 自薦句

邦夫 神殿の庭掃く巫女の息白し

さおり 冷えた手に吐く息白し待ち合わせ

春正 去年今年ワイングラスに注ぐもの

靖明 赤ワイングラスの向こう赤き雪

侑才 枯れきって枯れて尾花の凛と立つ

太 方々に書面急かさる師走かな

精一 幼子も夜道歩くか大晦日

洋子 各々がドラマの主役年果つる

正信 大仏の形の岩や冬落暉

安徳 食べた数指折り数えきな粉餅

「一月一日」

年のはじめの ためしとて
終わりなき世の めでたさを
松竹たてて 門ごとに
祝う今日こそ 楽しけれ



幹事報告 戸田幹事

新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞ

よろしくお願い致します。

《これからの予定》

【1】 本日例会前、第2回衛星クラブ設立準備委

員会・1月度定例理事会・初例会・新年会

【2】 1/16（木）例会後、第4回クラブ協議会

【3】 1/18（土）第20回寺子屋子ども食堂

【4】 1/9（木）1月度定例理事会・初例会・新年

《連絡事項》

【1】 本日例会前に、第2回衛星クラブ設立準備

委員会、1月度定例理事会を開催致しました。

又、例会後、この会場にて新年会を開催致し

ます。

【2】 1/16（木）例会後、第4回クラブ協議会を開

催致します。各委員会活動について、終了し

た事業はその成果と反省点について、計画

中の事業についてはその内容についてご報

告よろしくお願い致します。

【3】 明日、下期の会費及び諸経費の請求書をお

送り致します。会費140,000円、事業運営費

18,000円、ニコニコ箱内祝い金として10,000

円の計168,000円をご送金下さいますようお

願い致します。何卒ご理解ご協力をよろしく

お願い致します。

出席報告 12月19日

（12/19）の出席者数：32名（3）

12/19出席率：60.38％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：61名（免除11名）

12/12 12/15 12/19

HC出席 34(4)名 41(6)名 32(3)名

MU出席 4(0)名 2(0)名 4(1)名

修正出席率 70.37％ 76.79％ 66.67％

委員会報告②

委員会報告①

平成３１年４月より始めた寺子屋子ども食堂も令

和となり、その令和元年もいよいよ終わろうとして

いる中。第１８回の子供食堂を実施いたしました。

年末ということで今回子供の参加は少し少なかっ

たですが、みんな元気に参加をしてくれました。い

つものように、食事、学習、遊びというスケジュー

ルですが、いつも新しい発見があります。遊びの

時間は初めからの約束で、ゲームの持ち込みは

禁止しているのですが、ある女の子は自分で作っ

たカードをもってきて、なんじゃもんじゃと言うゲー

ムをみんなを集めて始めました。ルールはよく理

解できませんが、順番にカードをめくり、出てきた

カードに名前を付けていき、同じものが出てきた

らその名前を言うという風なゲームで、記憶力が

試されるもののようです。これは認知症のテスト

に良いと思いましたが、子供の能力にともついて

いけないことをしみじみと感じました。

また、１年生の男の子がペットボトルを欲しいと言

うので、からのペットボトルを探し、これに水を入

れてくださいと言ってきたので、何をするのかと

55周年実行委員会
実行委員長 天野 正亮

新年あけましておめでとうございます。昨年、４月６

日に第１回子供食堂を始めて以来、年も平成より令

和となる中、１月４日第１９回子供食堂を実施いたし

ました。

お正月の休みでもあり、子供たちの参加を心配して

いました。子供たちの参加は少し少なかったのです

が、反対に正月休みの中時間を取っていただいた

ともかく５本ほど水を入れ用意すると、これをボー

リングのピンに見立てて、ドッジボールで倒す遊

びを考えてみんなでやりだしました。結構、この遊

びも盛り上がりました。しかし、今の子供はボーリ

ングを知りません。転がして倒すのではなく、離

れた場所から投げて倒していました。

今回は冬空の曇天でしたが雨は降らず、１８回雨

のない記録を更新しました。次回は年が改まり、

正月の４日ですが実施することを子供たちに知ら

せて約束をしました。しかし４日はお正月で、いつ

もの弁当屋さんはやすみとのことで、正月も営業

している万代にボランティアの方が確認を取って

くださり、段取りができました、しかし万代は予約

の必要と配達がないので取りにいかなければな

りません。ボランティアの皆様のご協力をいただ

き、あと６回の子供食堂を頑張ります。

なお、今回の子供の参加は２２名、ボランティア

の皆様は学習指導の先生、民生委員２名を含め

１１名、クラブよりの参加は私一人となりましたが、

社会福祉協議会より１名の参加をいただきました。

55周年実行委員会
実行委員長 天野 正亮

ロータリアンの皆様が多数参加していただいたり、

以前に何度かボランティアとして参加してくれた東

大阪大学の学生さんが小学校４年生の妹さんを連

れて八尾から自転車に乗り参加をしてくれました。

この日はお正月とのことでいつもお願いしているお

弁当屋さんが休みでしたので、正月も営業している

万代に年末に予約に行き、配達がありませんので

店まで取りに行き何とか確保することができました。

スケジュールはいつもと同じ食事、学習、遊びと進

行しましたが、いつも子供たちのためにいろいろユ

ニークな遊びを考えていただく山村会員が竹ひごと

紙をもってきていただき、凧作りに挑戦、作ることに

あまり興味を示さなかった子供たちを置いて、ロー

タリアンの皆様が頑張ってくれました。出来上がっ

た凧を門前で飛ばすときには子供たちも喜んで参

加をしましたが、風がなく、その上くるくると風向きが

変わりうまく飛びません。一人の子はそれを見て家

まで走って帰り、ゲイラカイトを持ってきました。しか

し、風が不安定で木に引っかかったり、隣の庭に落

ちたりみんなで大騒ぎ、他では経験できない楽しい

時間を子供たちは過ごしました。

最近は、すべてが終了し机やの椅子のあと片付け

をするとき、ボランティアの人と一緒に手伝ってくれ

る子もいます。

この文章を書いていた途中で電話が鳴り、出てみる

と子供食堂に参加してくれている子供のお母さんで、

お正月ですっかり子供食堂の事を忘れていたので

申し訳ありません、子供からも楽しみにしていたの

に言ってくれなかったと叱られましたとのこと、こん

な時、奉仕の喜びを感じます。

残るところあと５回となりました。ロータリアンの皆様

を始め多くの方のご協力をいただいて頑張りたいと

思います。

なお、今回の参加協力者はロータリアンは岡田パ

スト会長、斎藤会長エレクト、山村会員、古川会員

と私の５名、いつものボランティアの方７名、民生委

員２名東大阪大学の学生さん１名、子供たちの参

加１７名であったことを報告いたします


